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有機無機ペロブスカイトを用いた太陽電池において１５％以上の変換効率が実現され、次世代

の太陽電池として注目されている。ペロブスカイト作製法については、湿式で行うディッピング

法やスピンコート法などがあるが、真空プロセスで作製できる二元共蒸着法は、より純度の高い

薄膜が作製でき接合型太陽電池に有効な作製法である。しかしながら、その蒸着膜の作製条件は

まだ明確に確立されたわけではない。今回の研究ではヨウ化鉛系ペロブスカイトの共蒸着を用い

てより完全なペロブスカイト構造を持つ共蒸着条件について検討を行った。 

蒸着条件としては基板温度を室温とし、ヨウ化鉛(PbI2)の蒸着速度を 0.4～0.5 nm/sに固定し、メ

チルアミンヨウ化水素酸塩(C1)の蒸着速度を変化させ、ヨウ化鉛系有機無機ペロブスカイト薄膜

を作製した。 

図１にメチルアミンヨウ化水素酸塩の蒸着速度を変化させた時の薄膜の吸収スペクトルを示す。

PbI2:C1=5:1の蒸着速度比の場合において、1.4 eVのバンドギャップに対応するエネルギーから明

確な立ち上がりを示すスペクトルが得られた。これよりヨウ化鉛が多い場合には、相対的に立ち

上がりが明確ではないスペクトルとな

った。また、C1 が多い場合には 2.4 eV

よりエネルギーの高い領域における吸

収が高くなった。これは、過剰に含まれ

る C1 のためと考えられる。以上より、

今回の実験では、PbI2:C1=5:1の蒸着速度

比の場合において最も完全性の高いペ

ロブスカイト構造が形成されたと考え

られる。さらに詳細な作製条件の検討は、

現在進行中である。 

 

 

 

 

 

zu 図１ ヨウ化鉛系有機無機ペロブスカイト蒸着膜の吸収

スペクトル 
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